
 

平成２９年１１月６日号 文責 学校長 相河竜治  

新種目「アザラシ走」 

 

 

 

 

 

 

 
 

台風接近のため延期されましたが、１０月２４日（火）晴天の
もと緑が丘スポーツ公園陸上競技場で、第５５回甲府市小学校陸上
運動記録測定会が開催されました。 
６年生は大会本番の緊張感の中でも練習の成果を生かし、一人一

人自分としてのベストを尽くすことができました。そうした中で、
他人に勝つというより自分に勝つこと、自分の限界に挑戦すること、
どんな時にも全力を尽くすことをこの体験より学ぶことができた
のではないかと思います。さらに感心したのは、本校の子どもの出
番になると６年生は観客席からその子に組織的な応援を繰り広げて励まし、周りの学校の子どもや
先生方が感心し、うらやましく思うほどでした。そうした協力や友だちへのおもいやりの心では甲
府市内で一番だったのではないかと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

文化の日の１１月３日（金）午前１０時から、本校中庭と体育
館で「ＰＴＡまいづるまつり」が行われました。今年度もＰＴＡ
が主催し、３地区の子どもクラブと育成会の方々が協力してくだ
さり、たくさんの保護者と子どもたち、地域の方に参加していた
だく中で開催することができました。多少マンネリ感のあった「ま
いづるギネス」の種目を２つ改訂し、新種目として新聞紙 1/4を
片手で握りつぶしながら手の中に納めるまでの時間を競う「紙にぎり」と、下半身を使わずに腕だ
けの力で前に進む速さを競う「アザラシ走」を導入しました。恒例の「紙ひこうきでＧＯ」はもち
ろん、新種目で大いに盛り上がり、工夫していただいた甲斐がありました。また、今年はくじ引き
をせず、代わりにスタンプラリーをしてお菓子の詰め合わせと交換しましたが、これも大人気でし
た。春日地区担当の「うどん」や相生地区担当の「まいづる焼き鳥」、穴切地区担当の「フランク
フルト」など美味しいものをいただき、大満足の半日となりました。何回も話し合いを重ね工夫し
て開催していただいたＰＴＡ役員の皆様と３地区の関係者の皆様に心からの感謝を申し上げます。 

平成２９年度 学校だより 



 

 

 

 

雲一つない快晴の天気の中、１０月２６日（木）と２７日（金）に、清里の八ヶ岳少年自然の家
で５年生が林間学校を実施しました。１日目は滝沢牧場での乳搾りや乗馬体験、八ヶ岳少年自然の
家での冒険ハイク、星空観察などを順調に行うことができました。特に、冒険ハイクでのグループ
ごとの協力は特筆すべきものがありましたし、星空観察では、今年度も天の川がはっきり確認でき
るほどの満天の星空を満喫することができました。２日目は、美し森ウォークラリーをはじめとし
て、自然とふれあい、協力する中で楽しく爽やかな体験を積み重ね、全員の心に大きな感動を残し
て終わることができました。この成功は、今後の５年生の生活に生かされ、さらに、来年度の修学
旅行、そして最上級生としての自覚と行動へと繋がっていくと思います。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校ホームページをご覧になっている方はご存じだと思いますが、毎日のように「校長参観授
業」を各学級で行い、その様子を紹介しています。本校では基礎･基本の確実な定着とともに「主
体的･対話的で深い学び（学び合い）」の授業を積極的に行っています。その具体的な様子は、是非、
本校のホームページでご確認ください。授業の流れからそのポイント、子ども達の学習の様子まで
掲載しています。そして、そうした授業を積み重ね
た結果、子ども達が授業に前向きに取り組み、積極
的に発言するとともに友だちの考えをしっかり聞
くようになり、コミュニケーション能力や深い学力
を身につけることができてきています。 
なお、本校版の「家庭学習の手引き」を、今週中

には家庭数でお配りします。全校の子ども達に向け
たページと低学年のページ、中学年のページ、高学
年のページの4ページで構成されております。是非、
積極的にご活用いただくようお願いいたします。 

木登り砦では 
助け合って 
登りました 

暗夜行路でリーダーの助
言のもと勇敢に前に進む

子ども達 

ケーブルサーキットで 
爽やかな緊張感の中 
笑顔満面の子どもたち 

友情のウォールで 
助け合う子ども達 


